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リチウムイオン電池に関する

アンケート調査結果（抜粋）と

普及啓発
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【実施概要】全国約300名の方にメールで依頼
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①プラスチック問題

②地球温暖化

③ごみ分別

④資源循環

⑤SDGs

⑥地域循環共生圏

⑦エネルギー問題

⑧サーキュラーエコノミー

⑨企業倒産

⑩自身や家族の雇用

⑪介護

⑫健康・美容

⑬育児

⑭教育

⑮地域活動

⑯趣味

⑰人との関わり

⑱老後の生活

⑲防災・減災

⑳その他

50歳代、60歳代の回答数が多く、
20歳代、30歳代の回答数が少ない

関心事

調査目的：リチウムイオン電池による発火事故防止の啓発
調査期間：2020年10月1日～12月15日
調査対象：全国約300名へメールで拡散依頼
調査方法：インターネット、紙媒体（郵送、他）
回答人数：731人

属性

【アンケートの特徴】
アンケートの途中に動画視聴をはさみ、視聴後
の感想や行動変容についての問いを設けた。



【情報の入手先と今後の啓発】
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①市区町村の広報紙

②インターネット

③回覧・掲示板

④新聞

⑤テレビ・ラジオ

⑥知人に尋ねる

⑦電話で問い合わせる

⑧SNS

⑨その他

情報入手先
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①市区町村からの積極的な広報

②リチウムイオン電池を使用している商品への捨て方の表示

③リチウムイオン電池を使用しているメーカーからの積極的な広報

④リチウムイオン電池リサイクル事業者からの積極的な広報

⑤マスコミによる情報発信

⑥関連事業者協働による大々的な情報発信

⑦イベントなどによる周知

⑧ＳＮＳの活用

⑨地域で回収拠点を増やし排出しやすくする

⑩その他

今後必要と思うこと

20代・30代は、「①広報
紙」「③回覧・掲示板」
「④新聞」の利用が少なく、
「⑧SNS」の利用が多い。
30代はテレビ離れが進んで
いる。
70歳以上は「①広報紙」
「④新聞」「⑤テレビ・ラ
ジオ」からの情報入手が多
い。

全体的に、年代が上がる
とポイントが高まる傾向
にある。
「⑧SNS」は20代で特に
高い。

20代は約42.1％！
全体平均は25.0％
70歳以上は11.7％

８分の動画が長すぎ
というコメント多く、
内容が鍵になる。
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①あると思う ②ないと思う

③わからない 無回答

405人

444人

330人

124人

82人

91人

46人

14人

12人

人 100人 200人 300人 400人 500人

①次に自分が捨てる時には、正しい捨て方で捨てる

②今後リチウムイオン電池を廃棄する場合には、その度に正しい捨…

③家族に内容を伝えて廃棄する際には正しく捨ててもらう

④知人、ご近所に直接話す

⑤動画をメールで転送、ＳＮＳで共有する

⑥地域活動の中で話題にする

⑦勉強会や説明会があれば参加する

⑧勉強会を開きたい

⑨その他

動画視聴で初めて知ったことがあったか 動画視聴後の行動に変化はあると思うか

今回知った知識を
周りに広めるとい
う点では、20代～
50代は周りに広め
る意欲が低く、60
代・70歳以上は高
いと言える。
「⑥地域活動で話
題にする」が顕著
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【動画視聴後の行動変容】

（あると思うと回答した方）どのような変化があると思うか

全体平均16.2％
60代26.4％
70歳以上38.5％

関係者すべての連携が解決へのカギ

当事者意識
をもった

環境に関心があっ
ても発火トラブル
は知らなかった



2021年度ショートバージョンに編集
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７名のユースの方と２回意見交換し、
３分30秒に編集

Facebook、Twitter等で若い世代に
拡散を依頼した結果、容リ協会の
リーチ数が通常の20倍にアップ

動画
https://youtu.be/D-T2EI54FO4

オンラインイベントや講演会等で広報
（10月～12月の間）

・３Ｒ推進全国大会in和歌山（環境省）
・子どもとためす環境まつり（中央区）
・「ごみの分別から考えるＳＤＧｓ
『すてる責任』」（APSP）

・３Ｒ推進キャンペーンイベント（新宿区）

・ＷＥＢ交流フェスタ2021（東京都）
・消費生活コンサルタント養成講座
・神奈川県環境リーダー養成講座
・11/2 NHKあさイチ
・月間廃棄物12月号巻頭言寄稿

エアコンのリモコン
にあるQRコード

https://youtu.be/D-T2EI54FO4


2013年９月リサイクル制度EU視察
（家電・食品・容器包装）
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ブリュッセルのBIOスーパー
入り口に設置の回収ボックス
大型スーパーは３段のＢＯＸ
になっていた

専用の袋（縦横17,5cm）が
あり、裏に名前、住所、電話、
E-mail等の個人情報を記載し、
封をして投函する


